
早いもので、今年も残すところ、あとひと月になりました。先月辺りから、滋賀県でも新型コロナウイル

ス感染者数が、ゼロに近い数字になり、不安な気持ちが少しですが解消されるようになった気がします。日

本以外の諸外国では、まだまだ感染者数が増加し、新種の変異株ウイルスが見つかりました。当院では、こ

れから寒い冬を迎えるにあたって、これまで通りの対策を継続して参りますので、ご協力をお願い致します。 

先月末に、日本プロ野球の総決算、日本シリーズ（セリーグ優勝のヤクルトスワローズ対パリーグ優勝の

オリックスバッファローズ）が行われ、（毎試合２点差以内の）実力伯仲した両チームによる大熱戦が繰り広

げられました。野球が大好きな私は、毎試合１球ごとに選手達の動きをテレビで食い入るように見ていまし

た。奇しくも例年最下位で低迷し続けていた両チームが、日本一決定戦で顔を合わせるという、何ともドラ

マチックな対戦でした。私は、実はヤクルトスワローズのマスコットキャラクター（ツバメをモチーフにし

た）「つば九郎」の大のファンで、今年も面白いキャラクターに癒されながら、野球を満喫した一年でした。 

ヤクルトスワローズの監督をされていた故野村克也氏は、たくさんの名語録を残されています。例えば、

「一年目は畑を耕し、二年目は種をまいて育てる。三年後に花を咲かせます。」これは、毎年低迷していたチ

ームの監督就任時に掲げた目標の言葉です。現在のコロナ禍の時代にもマッチした、気持ちが前向きになっ

て、がんばる気持ちが湧いてくるような好きな言葉です。また、その他にも、「財を遺すは下、仕事を遺すは

中、人を遺すは上とする」という言葉を好んで使っていました（関東大震災後に東京の復興を成し遂げた政

治家後藤新平氏の言葉を引用されていたそうです）。野村氏はヤクルト、阪神、楽天と監督をされ、リーダー

の究極の仕事は、有能な人材を遺すことだと語っていた様に、教えを受けた選手達の中から若くて優秀な監

督を輩出し続けています。日本一のヤクルト高津監督をはじめ、阪神矢野監督、今注目の日本ハム新庄監督、

楽天石井監督、西武辻監督も野村氏から指導を受けました。来年も日本のプロ野球がとても楽しみですね。 

高津監督が選手達に勇気を与えた魔法の言葉は「絶対大丈夫！」でしたが、来年は、皆様が、そうありま

すように、心からお祈り申し上げます。来年もどうぞよろしくお願いいたします。（院長、スタッフ一同） 

Vol.13９～あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

きた歯科だより
きた歯科公式 LINE登録でご予約・キャンセルも出来て大変便利 

友達登録して一度お試しください。        ⇒⇒⇒⇒⇒ 
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